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防 情 公 審 第 5 3 号        

平成２６年（2014 年）３月２８日 

 

 

防府市長  松 浦 正 人 様 

 

 

                     防府市情報公開審査会 

会 長  清 水  博 

 

 

防府市情報公開条例第１４条に基づく諮問について（答申） 

 

平成２５年４月２６日付け防電第１３４号による下記の諮問について、別紙のとおり

答申します。 

 

記 

 

１ 防電第１３４号 

「○○○○○○に係る協議に当たっての要望事項」及び「平成２４年５月開催の○○

○○○○に係る会議の記録」の部分公開決定に対する異議申立てについて 
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別  紙 

 

   答   申 

 

１ 審査会の結論 

  防府市長(以下「実施機関」という。)が、「○○○○○○に係る協議に当たっての要

望事項」(以下「要望事項」という。)及び「平成２４年５月開催の○○○○○○に係

る会議の記録」(以下「会議の記録」という。)を部分公開とした決定は妥当である。 

 

 

２ 異議申立てに至る経緯 

年 月 日   経  緯  等 

平成２５年 ３ 月 ４ 日 

平成２５年 ３ 月１５日 

 

平成２５年 ４ 月２２日 

公文書公開請求の受付 

実施機関において請求に係る公文書部分公開決定(防電第

５７号)を行い、３月２６日に請求者に公開 

公文書部分公開決定に係る異議申立書の受付 

 

 

３ 異議申立人の主張 

（１）異議申立ての趣旨 

防府市情報公開条例(以下「条例」という。) 第８条の規定に基づく本件文書の公開 

請求に対し、平成２５年３月１５日付け防電第５７号により実施機関が行った公文書部

分公開決定について、これを取り消し、非公開とした部分について、公開することの決

定を求めるというものである。 

 

（２）異議申立ての主な理由 

非公開とした部分は、条例第６条第１項第１号（エ）、条例第６条第１項第２号（イ） 

及び（ウ）に該当し、市が国等と共謀している場合、条例第６条第１項第３号には該当

しない。 
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４ 実施機関の意見又は説明の概要 

 公開することで、特定の個人が識別されるおそれがあり、○○○○○○○○○○○

○○○の事業運営上の地位その他社会的な地位が損なわれるおそれがある。また、他

市との協力関係、信頼関係が著しく損なわれるおそれがあることから、条例第６条第

１項第１号、第２号、第３号の規定に基づき非公開と決定したものである。 

 

 

５ 審査会の判断 

 最初に、実施機関が個人情報に該当するとして非公開とした部分について、検証した。 

会議の記録の１ページ目の６行目から２１行目について、実施機関は公開すれば特定

の個人が識別されるおそれがあるとして、個人情報(条例第６条第１項第１号)に該当す

るとしているが、その内容から判断して特定の個人が識別され又は識別され得る情報で

はないことからこれを個人情報と考えるのは適切ではない。実施機関から聴取したとこ

ろによると、この会議は、実施機関以外のものが主催した会議で、会議の記録には国、

法人等の様々な情報が記載されているが、これは主催者からの報告を、実施機関が復命

書として断片的にまとめているものであり、実施機関は内容が事実であるかどうか個別

に確認することはできない。このような不確定な情報は、公開することにより会議の記

録に記載されている国等との協力関係又は信頼関係が著しく損なわれ、また、法人等の

競争上又は事業運営上の地位等が損なわれると認められる情報と考えられる。したが

って、非公開という結論に異論はないが、この部分については、個人情報ではなく法

人等情報(条例第６条第１項第２号)及び国等協力関係情報（条例第６条第１項第３号）

と判断するのが妥当である。 

なお、これ以外の非公開とした部分は、実施機関が部分公開決定通知書で述べてい

るとおり法人の事業運営上の地位及び他市との協力関係等が損なわれるおそれがある

ことから、それぞれ法人等情報、国等協力関係情報に該当すると考えられる。 

 

次に、条例第６条第１項第２号（イ）及び（ウ）の該当性について検証した。 

これらの規定の趣旨は、違法又は不当な事業活動により、人の生活又は財産に対する
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侵害が生じ、又は生ずるおそれがある場合は当該事業活動に関する情報は公開するこ

とができるものとしたものであるが、上記と同様、詳細に検証を行ったが、この規定

に該当するような違法又は不当な事業活動は確認できなかった。 

なお、市が国等と共謀している場合、条例第６条第１項第３号に該当しないとの主張

についても、このような事実を裏付ける物証、資料は確認できなかった。 

したがって、これらの規定に基づき、要望事項及び会議の記録を全部公開すべきであ

るとの異議申立人の主張は採用できない。 

 

６ まとめ 

 以上から、当審査会は、実施機関が要望事項及び会議の記録を部分公開とした決定

は妥当であり、異議申立人の反対意見には、この決定を覆すに足りる明確な根拠はな

いと判断し、冒頭のとおり結論する。 

 

７ 審査会の審査経過 

  当審査会の審査の経過は、次のとおりである。 

年 月 日    審査の内容等 

平成２５年 ４ 月２６日 ・諮問 

平成２５年 ５ 月 ８ 日 ・実施機関から理由説明書が提出される。 

平成２５年１１月１９日 

(第１回審査会) 

・異議申立ての概要について(事務局説明の聴取） 

・実施機関の職員の意見又は説明の聴取 

平成２５年１２月２０日 

(第２回審査会) 

・実施機関の職員の意見又は説明の聴取 

・諮問事項の審議 

平成２６年 ２ 月１８日 

(第３回審査会) 
・答申書の審議 

平成２６年 ３ 月２４日 

(第４回審査会) 
・答申書の審議 
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８ 防府市情報公開審査会委員 

役 職 名      氏   名 

会    長 

委    員 

委  員 

委  員 

清 水   博 

藤 井 武 志 

上 田 淑 江 

新屋敷 恵美子 

 


